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３．用語集 

 

あ 

大型商業施設 【P1】 

枚方市駅周辺地域では、京阪百貨店、ビオルネや既に閉店した三越枚方店、長崎屋枚方店、近鉄

百貨店枚方店を表す。 

 

か 

回遊性 【P4】 

あちらこちらを遊覧して回る性質。 

界隈性 【P20】 

そのあたり一帯。付近。近辺。 

地元商店街などの賑わいや生業の活気といった、生活感あふれる雰囲気を感じさせる個性的な街

並みについて、界隈性が高いなどという。個々の非合理的条件が全体としては合理的にまとまって

いるような状態をいう。 

北河内地区 【P8】 

守口市、門真市、寝屋川市、交野市、四條畷市、大東市、枚方市の行政区域をいう。 

北河内府民センター 【P8】 

大阪府の行政施設で地域ごとに行ったほうが効率のよい業務を担当する出先機関が入居している。

主な出先機関は、北河内府税事務所、枚方土木事務所など。 

経済センサス 【資-9】 

事業所及び企業の経済活動の状態を明らかにし、我が国における包括的な産業構造を明らかにす

るとともに、事業所・企業を対象とする各種統計調査の実施のための母集団情報を整備することを

目的として、総務省が行う調査。 

事業所・企業の基本的構造を明らかにする「経済センサス‐基礎調査」と事業所・企業の経済活

動の状況を明らかにする「経済センサス‐活動調査」の 2つから成り立っている。 

合計特殊出生率 【資-4】 

合計特殊出生率とは、1 人の女子が生涯に生む子供の数を近似する指標である。最近では、出生

率といえばこの合計特殊出生率を示す場合が多い。出生数は出産適齢期（15 歳から 49 歳までの女

子）の人数により変化するため、適齢期の人数に左右されることなく出生の状態を観察できるよう

に開発された。 

年齢別の出生率を特殊出生率といい、それを合計したものが合計特殊出生率である。 

合計特殊出生率は、その年齢の女子が生んだ子供の数を、各歳の女子人口（15 歳から 49 歳の合

計）で除して算出され、1人の女子が生涯に生む子供の数の目安になる。 

コーホート要因法 【資-4】 

ある年、あるいは、ある期間に出生した人たちの人口の変化をとらえ、将来の人口を予測する手

法のひとつ。 

コーホート要因法のコーホートとは、ある年、あるいは、ある期間に出生した人たちのことであ
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り、これをひとつの集団とする。コーホート要因法では、その集団ごとの出生率や死亡率などを計

測し、その変化率から将来の人口を予測する。 

混雑度 【資-20】 

混雑度とは、道路の混み具合を示す指標であり、交通量を道路設計上の基準交通量で除したもの

である。 

（混雑度）＝（交通量）／（設計上の基準交通量） 

混雑度 交通状況 

2.0以上 
慢性的な混雑状況となる。昼間 12 時間のうち混雑する時間帯が約 70%

に達する。 

1.75～2.0 
慢性的な混雑状況となる。昼間 12 時間のうち混雑する時間帯が約 50%

に達する。 

1.25～1.75 
ピーク時間帯はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が

加速度的に増加する可能性が高い状態。 

1.0～1.25 
昼間 12 時間のうち、道路が混雑する可能性のある時間帯が 1～2 時間

（ピーク時間）ある。何時間も混雑が連続する可能性は小さい。 

1.0未満 昼間 12時間を通して、道路が混雑することなく、円滑に走行できる。 

 

さ 

再生可能エネルギー 【P28】 

再生可能エネルギーとは、法律（※）で「エネルギー源として永続的に利用することができると

認められるもの」として、太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱その他の自然界に存す

る熱、バイオマスが規定されている。再生可能エネルギーは、資源が枯渇せず繰り返し使え、発電

時や熱利用時に地球温暖化の原因となる二酸化炭素をほとんど排出しない優れたエネルギーをいう。 

（※）エネルギー供給事業者による非化石エネルギー源の利用及び化石エネルギー原料の有効な

利用の促進に関する法律 

市街地再開発事業 【P1】 

市街地の土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るための事業。 

社会移動 【資-4】 

人口変動の要因のうち、出生や死亡である自然移動に対し、転入や転出による移動のことをいう。 

住民基本台帳人口 【資-4】 

住民基本台帳とは、氏名、生年月日、性別、住所などが記載された住民票を編成したもので、住

民に関する事務処理の基礎となるもの。 

住民基本台帳の閲覧や住民票の写しの交付などにより、住民の居住関係を公証するとともに、選

挙人名簿への登録や国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、国民年金の被保険者の資格の確認

等の事務処理のために利用している。 

住民基本台帳人口とは、住民基本台帳法に基づき、住民票に記載されている者の数。 

市政モニター 【資-30】 

市民の声を市政に反映させるため、アンケートで市政についての意見・提案などを聴く「市政モ

ニター制度」のもと、本市では、郵送モニターのほか、インターネットを利用しアンケートに答え

ていただく、eモニターを新たに設け、制度の充実を図っている。 
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商業集積地区 【P12】 

おもに都市計画法第 8 条に定める「用途地域」のうち、商業地域及び近隣商業地域であって、商

店街を形成している地区をいう。 

おおむねひとつの商店街をひとつの商業集積地区とする。ひとつの商店街とは、小売店、飲食店

及びサービス業が近接して 30 店舗以上あるものをいう。また、「ひとつの商店街」の定義に該当す

るショッピングセンターや多事業所ビル（駅ビル、寄合百貨店等）は、原則として一つの商業集積

地区とする。 

なお、枚方市駅周辺地域では、枚方市駅南、枚方市駅北、枚方市駅高架下、川原町、ビオルネ、

岡本町中央を表す。 

商業統計 【P12】 

商業を営む事業所について、業種別、従業者規模別、地域別等に事業所数、従業者数、年間商品

販売額等を把握し、我が国商業の実態を明らかにし、商業に関する施策の基礎資料を得ることを目

的として、経済産業省が行う調査。 

所得割賦課標準額 【資-3】 

その年の総所得金額等から住民税等の基礎控除額を差し引いた額。 

新耐震基準 【P9】 

建物が最低限度の耐震能力を備えていることを保障している 1981 年（昭和 56 年）6 月 1 日に改

正され、建築基準法に定められている新しい耐震基準。 

この新耐震基準と区別するために 1981 年（昭和 56 年）6 月 1 日以前の耐震基準のことを旧耐震

基準と呼ぶ。 

 

た 

大学との連携協定 【P30】 

大学との連携については、これまでも市民講座など大学と市民の連携した事業を実施してきたが、

さらなる連携を図り、市内 6 大学の専門性を活かして具体的な地域貢献活動に取り組むにあたって、

市や大学がそれぞれの役割と責任を明確にするための連携協力に関する協定。 

平成 24 年 7 月に大阪歯科大学、関西医科大学、摂南大学、平成 24 年 11 月に関西外国語大学、

平成 25年 2月に大阪国際大学、大阪工業大学とそれぞれ締結。 

第 4 次枚方市総合計画 【P2】 

枚方市がめざすまちの姿（将来像）を示し、その実現に向け市政全般にわたる施策の方向や主要

な取り組みを定めた計画で、市の全ての計画の基礎となるもの。 

地域資源 【P6】 

自然資源のほか、特定の地域に存在する特徴的なものを資源として活用可能のものととらえ、人

的・人文的な資源をも含む広義の総称。近年は、地域活性化などの施策などの試みにおいて特徴・

素材となるものを定義付けし、活用している事例が多い。 

地区計画 【P6】 

地区の状況や特性に応じて、地区レベルで必要な道路や公園などの地区施設の配置や、建築物の

用途・形態・敷地などに関する事項を定め、開発行為、建築行為等を誘導し、規制することにより、

良好な環境の街区の整備や保全を行うもの。 
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低未利用地 【P8】 

適正な利用が図られるべき土地であるにもかかわらず、長期間に渡り利用されていない「未利用

地」と、周辺地域の利用状況に比べて利用の程度（利用頻度、整備水準、管理状況など）が低い

「低利用地」の総称。 

都市基盤 【P1】 

適正な都市化を促進するため必要な施設等のことで一般的には道路、鉄道、河川、上下水道や学

校、病院、公園等のことをいう。 

土地区画整理事業 【P6】 

公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図るために行う事業。 

 

は 

バース 【P14】 

路線バス乗降のためのスペース。バス停留所。 

枚方市駅周辺整備基本構想 【P2】 

枚方市駅周辺地域において展開する各種事業の連携を容易にし、本地域を取巻く課題や将来的な

土地利用の目標・方向性を市民、事業者、行政が共有するために枚方市が作成した基本構想。 

枚方市地域防災計画 【P29】 

災害時における住民の生命、身体及び財産を保護するとともに、災害による被害を軽減するため

の市域に係る災害予防、災害応急対策、災害復旧等に関し、市及び防災関係機関が処理すべき事務

又は業務の大綱等を定めることにより、防災活動の総合的かつ計画的な推進を図ることを目的し、

策定された計画。 

枚方市都市計画マスタープラン 【P2】 

枚方市の望ましい都市像を市民の方々にわかりやすく示し、市民や事業者の皆さまと行政がそれ

らを共有しながら実現していくことを目的とした、まちづくりの基本的な方針を示したもの。 

枚方市内 6 大学 【P16】 

大阪歯科大学（楠葉学舎、牧野学舎）、摂南大学（枚方キャンパス）、関西医科大学（牧野キャン

パス、枚方キャンパス）、大阪工業大学（枚方キャンパス）、大阪国際大学（枚方キャンパス）、関

西外国語大学（中宮キャンパス、穂谷キャンパス）※関西医科大学（枚方キャンパス）は平成 25

年度開校予定。 

枚方市緑の基本計画 【P28】 

緑豊かで美しく、快適な都市環境の形成を図るため、緑のオープンスペースを計画的かつ効果的

に整備、保全及び創出することを目的として、基礎資料を基に現況調査を行い、解析・評価と課題

の整理を通じて、豊かで美しく、快適な都市環境の形成を図るための、緑の保全、緑化に関する指

導、整備等の諸施策を推進するために策定された計画。 

枚方宿 【P1】 

京都と大阪に位置する枚方は、古くから交通の要衝で、文禄年間、豊臣秀吉が淀川左岸に築いた

「文禄堤」は京と大坂を結ぶ幹線陸路の役割を果たし、やがて、京街道として整備された。「大坂

夏の陣」（1615 年）の後、大坂城を接収した江戸幕府は京街道を東海道の延長部として組み込み、

伏見・淀・枚方・守口を宿に指定。品川宿から数えると 56 番目にあたる枚方宿には参勤交代で江
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戸・和歌山を往復する紀州徳川家が定期的に宿泊した。 

ひらかた未来トーク 【P7】 

より幅広い市民の声を聴くために枚方市が取り組んでいる広聴手法の一つ。 

市民と行政が力を合わせて住み良い枚方を築くため、市政の現状や具体的な課題をテーマとして、

市民と市長が意見交換を行う対話のこと。 

ヒートアイランド（現象） 【P28】 

都市の気温が郊外よりも高くなる現象のこと。都市化の進展に伴い顕著になりつつあり、夏季に

おける日中の気温の上昇や熱帯夜の増加による熱中症等の健康への被害や生活上の不快さを増大さ

せる要因になっている。 

ha（ヘクタール） 【P6】 

面積の単位を表す。1ha＝10,000㎡ 

 

ま 

街コン 【P30】 

街ぐるみで行われる大型合コンイベントである。一般的な合コンと異なり一定のグループごとに

主催者が開催地区の定められた複数の飲食店を予約、貸切り、そこを回り交流する『出会いの場創

出』と『地域活性化』が融合したイベント。 

まちづくり、ふれあいミーティング 【P7】 

より幅広い市民の声を聴くために枚方市が取り組んでいる広聴手法の一つ。 

市民が普段の活動で行っているミーティングの場や、同じ活動をする市民が集まった場に市長が

赴き、市民と意見交換を行う対話のこと。 

街バル 【P30】 

地域・街の活性化と飲食店（商業）の活性化を目的とした地域と街が密着して開催する大型の食

べ歩き飲み歩きイベント。 

未利用エネルギー 【P28】 

河川水・下水等の温度差エネルギー（夏は大気よりも冷たく、冬は大気よりも暖かい水）や、工

場等の排熱といった、今まで利用されていなかったエネルギーを総称して、「未利用エネルギー」

と呼ぶ。 

 

ら 

連続立体交差事業 【P1】 

鉄道と複数の幹線道路との交差（踏切）を解消し、都市交通機能の向上を図るための事業。 


